
(57)【要約】

【課題】本発明の課題は、光コネクタの接続端面が、光

ファイバ長手方向に対して回動することにより、取扱い

性、美観上優れ、外的環境による影響が少なくなり、運

用および保守が向上する可動式光コネクタを提供するこ

とにある。

【解決手段】本発明は、建物内に布設された光ファイバ

ケーブルを相互に接続する可動式光コネクタであって、

光コネクタの接続端面２３が、光ファイバ長手方向に対

して回動する光コネクタ回動部２５を具備することを特

徴とするものである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に 接 続 す る 可 動 式 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、
光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 回 動 す る 光 コ ネ ク タ 回 動 部 を 具 備
す る こ と を 特 徴 と す る 可 動 式 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 光 コ ネ ク タ 回 動 部 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 上 下 左 右 の 任 意 な 角 度 、 方 向 で 回 動
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 動 式 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ
イ バ の 許 容 曲 げ 半 径 を 超 え な い 所 定 の 角 度 で 固 定 さ れ る 機 構 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 可 動 式 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ と し て 、 カ ッ ト オ フ 長 及 び モ ー ド フ ィ ー ル ド 径 値 が
小 さ い 特 定 の フ ァ イ バ パ ラ メ ー タ を 有 す る 光 フ ァ イ バ 、 も し く は ハ イ デ ル タ 型 光 フ ァ イ バ
あ る い は ホ ー リ ー 光 フ ァ イ バ な ど の 許 容 曲 率 半 径 の 小 さ い 光 フ ァ イ バ を 用 い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 可 動 式 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ と し て 、 Ｓ Ｍ Ｆ （ シ ン グ ル モ ー ド フ ァ イ バ ） 、 Ｍ Ｍ
Ｆ （ マ ル チ モ ー ド フ ァ イ バ ） 、 Ｐ Ｏ Ｆ （ プ ラ ス チ ッ ク 光 フ ァ イ バ ） を 用 い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 可 動 式 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 可 動 式 光 コ ネ ク タ を 、 建 物 に 設 け ら れ た 光 ア ウ ト レ
ッ ト の 幹 線 ケ ー ブ ル と 接 続 し 、 も し く は 光 ア ダ プ タ を 介 し て 他 の 光 コ ネ ク タ と 接 続 す る こ
と に よ り 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 建 物 内 に 布 設 す る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル
配 線 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に
接 続 す る 場 合 に 用 い ら れ る 可 動 式 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ
イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 回 動 す る 光 コ ネ ク タ 回 動 部 を 具 備 す る 可 動 式 光 コ ネ ク タ 、 及 び 前 記
可 動 式 光 コ ネ ク タ を 用 い て 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 建 物 内 に 布 設 す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配
線 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 技 術 と し て は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ
ル を 相 互 に 接 続 す る 場 合 、 光 ア ダ プ タ を 介 し 、 双 方 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 先 端 に 設 置 さ
れ た Ｆ ０ ４ 形 単 心 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ な ど の 光 コ ネ ク タ を 光 フ ァ イ バ
長 手 方 向 に Ｐ Ｃ （ Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ａ ｃ ｔ ） 接 続 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 光 ア ダ プ タ を 介 し た 光 コ ネ ク タ の 接 続 方 法 だ け で は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内
に 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に 接 続 し て 布 設 し 、 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 際 に は 、
不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 従 来 の ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 用 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 の 壁 等 に は 、 光 ア ウ ト レ ッ ト １ １ が 設 け ら れ る 。 こ の
光 ア ウ ト レ ッ ト １ １ 内 に は 配 管 に よ り 幹 線 ケ ー ブ ル が 引 き 込 ま れ 、 光 ア ウ ト レ ッ ト １ １ の
フ ェ ー ス プ レ ー ト 前 面 に は 光 コ ネ ク タ 用 接 続 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 光 コ ネ ク タ 用
接 続 部 １ ２ に Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ １ ３ の 接 続 端 面 を 挿 入 接 続 す る こ と に よ り 、 Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ
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ク タ １ ３ に 接 続 さ れ た 配 線 ケ ー ブ ル と 前 記 幹 線 ケ ー ブ ル を 接 続 し て い る 。 し か し な が ら 、
幹 線 ケ ー ブ ル と 配 線 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 際 に は 、 光 ア ウ ト レ ッ ト １ １ の フ ェ ー ス プ レ ー ト
前 面 に Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ １ ３ を 大 幅 に 突 出 さ せ る し か な い 。 そ の た め 、 光 ア ウ ト レ ッ ト １
１ の 近 傍 で は 、 美 観 を 損 ね 、 外 的 環 境 に よ る 影 響 を 受 け る 可 能 性 が 高 く な り 、 運 用 お よ び
保 守 上 の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 従 来 の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ 同 士 を 光 ア ダ プ タ を 介 し て 接 続 し 、 建 物 内 に 光 フ ァ イ バ
の 配 線 ケ ー ブ ル を 布 設 す る 場 合 、 入 隅 、 出 隅 な ど の 曲 部 で は 、 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 点 で の
許 容 曲 率 半 径 を 確 保 し 、 配 線 ケ ー ブ ル と 壁 な ど に 間 隙 が 生 じ る た め 、 入 隅 、 出 隅 部 近 傍 で
の 美 観 を 損 ね 、 外 的 環 境 に よ る 配 線 ケ ー ブ ル へ の 損 傷 を 受 け る 可 能 性 が 高 く な り 、 運 用 お
よ び 保 守 上 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 ホ ー ム （ 建 物 ） 形 態 の 差 異 に よ り 、 配 線 ケ ー ブ ル の 接
続 点 で は 、 様 々 な 角 度 （ あ る い は 方 向 ） が 存 在 す る た め 、 従 来 の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ で は 不
十 分 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 日 本 電 信 電 話 （ 株 ） 研 究 開 発 推 進 部 　 企 画 編 集 　 「 Ｎ Ｔ Ｔ 技 術 ジ ャ ー ナ
ル 」 （ 社 ） 電 気 通 信 協 会 　 発 行 　 平 成 ９ 年 ７ 月 １ 日 　 ｐ ． １ ９ － ２ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ イ バ 長
手 方 向 に 対 し て 回 動 す る こ と に よ り 、 取 扱 い 性 、 美 観 上 優 れ 、 外 的 環 境 に よ る 影 響 が 少 な
く な り 、 運 用 お よ び 保 守 が 向 上 す る 可 動 式 光 コ ネ ク タ 及 び 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に
接 続 す る 可 動 式 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対
し て 回 動 す る 光 コ ネ ク タ 回 動 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 可 動 式 光 コ ネ ク タ に お い て 、 光 コ ネ ク タ 回 動 部 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手
方 向 に 対 し て 上 下 左 右 の 任 意 な 角 度 、 方 向 で 回 動 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 可 動 式 光 コ ネ ク タ に お い て 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ イ バ
長 手 方 向 に 対 し て 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ の 許 容 曲 げ 半 径 を 超 え な い 所 定 の 角
度 で 固 定 さ れ る 機 構 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 可 動 式 光 コ ネ ク タ に お い て 、 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ と
し て 、 カ ッ ト オ フ 長 及 び モ ー ド フ ィ ー ル ド 径 値 が 小 さ い 特 定 の フ ァ イ バ パ ラ メ ー タ を 有 す
る 光 フ ァ イ バ 、 も し く は ハ イ デ ル タ 型 光 フ ァ イ バ あ る い は ホ ー リ ー 光 フ ァ イ バ な ど の 許 容
曲 率 半 径 の 小 さ い 光 フ ァ イ バ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 前 記 可 動 式 光 コ ネ ク タ に お い て 、 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ と
し て 、 Ｓ Ｍ Ｆ （ シ ン グ ル モ ー ド フ ァ イ バ ） 、 Ｍ Ｍ Ｆ （ マ ル チ モ ー ド フ ァ イ バ ） 、 Ｐ Ｏ Ｆ （
プ ラ ス チ ッ ク 光 フ ァ イ バ ） を 用 い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 は 、 前 記 可 動 式 光 コ ネ ク タ を 、 建 物 に 設 け ら
れ た 光 ア ウ ト レ ッ ト の 幹 線 ケ ー ブ ル と 接 続 し 、 も し く は 光 ア ダ プ タ を 介 し て 他 の 光 コ ネ ク
タ と 接 続 す る こ と に よ り 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 建 物 内 に 布 設 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 の 可 動 式 光 コ ネ ク タ 及 び 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 は 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な
ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に 接 続 す る 場 合 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 端
面 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 自 由 自 在 に 回 動 す る （ ユ ー ザ が 角 度 、 方 向 を 任 意 に 設
定 可 能 ） こ と に よ り 、 幹 線 ケ ー ブ ル と 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 点 で あ る 光 ア ウ ト レ ッ ト に お け
る フ ェ ー ス プ レ ー ト 前 面 に 配 線 ケ ー ブ ル 側 の 光 コ ネ ク タ が 突 出 す る の を 軽 減 で き 、 ま た 、
建 物 内 に 光 フ ァ イ バ の 配 線 ケ ー ブ ル を 布 設 す る 場 合 、 入 隅 、 出 隅 な ど の 曲 部 で の 配 線 ケ ー
ブ ル と 壁 な ど の 間 隙 を 少 な く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ 及 び 光 フ
ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 使 用 し た ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 特 に 、 光 ア ウ ト レ ッ ト 、 入
隅 、 出 隅 な ど の 曲 部 に お い て 、 ユ ー ザ の 取 扱 い 性 、 美 観 上 優 れ 、 外 的 環 境 に よ る 影 響 が 少
な く な り 、 運 用 お よ び 保 守 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 可 動 式 光 コ ネ ク タ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １ （
ｂ ） は 同 じ く 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 回 動 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 す な わ ち 、 図 １ （ ａ ） に
示 す よ う に 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に
接 続 す る 場 合 に 用 い ら れ る 可 動 式 光 コ ネ ク タ で あ り 、 Ｆ ０ ４ 形 単 心 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ の
Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ を ベ ー ス と し た も の で 、 ハ ウ ジ ン グ ２ １ は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ２ ２ が
接 続 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 後 端 部 材 ２ １ １ に 、 フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ２ ３ が 取 り 付 け ら れ た ハ
ウ ジ ン グ 先 端 部 材 ２ １ ２ が 回 動 軸 ２ ４ に よ り 回 動 自 在 に し て 光 コ ネ ク タ 回 動 部 ２ ５ が 設 け
ら れ る 。 前 記 フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ２ ３ に は 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ２ ２ の 光 フ ァ イ バ が 接 続
さ れ 、 こ の フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ２ ３ が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 上 下 方 向 に 任 意 の
角 度 に 回 動 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 １ （ ｂ ） は 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 接 続 端
面 ２ ３ が 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 下 方 向 に ９ ０ ° 回 動 し た 状 態 を 示 す 。 な お 、 可 動 式
光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 ２ ３ は 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 上 下 方 向 に 任 意 の 角 度 に 回 動 し
た 状 態 で 設 定 （ 固 定 ） 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に 接 続 す る 場
合 、 光 ア ダ プ タ を 介 し 、 一 方 も し く は 双 方 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 先 端 に 設 置 さ れ た 可 動
式 光 コ ネ ク タ を 所 定 の 角 度 屈 曲 し て Ｐ Ｃ 接 続 し て ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 光 フ ァ イ バ の 配 線 ケ ー ブ ル を 布 設 す る
場 合 、 入 隅 、 出 隅 な ど の 曲 部 で の 配 線 ケ ー ブ ル と 壁 な ど の 間 隙 を 少 な く す る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ 及 び 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 使 用 し た ホ ー ム ネ ッ
ト ワ ー ク で は 、 特 に 、 光 ア ウ ト レ ッ ト 、 入 隅 、 出 隅 な ど の 曲 部 に お い て 、 ユ ー ザ の 取 扱 い
性 、 美 観 上 優 れ 、 外 的 環 境 に よ る 影 響 が 少 な く な り 、 運 用 お よ び 保 守 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 す
な わ ち 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 の 壁 等 に は 、 光 ア ウ ト レ ッ ト ３ １ が 設 け ら れ る
。 こ の 光 ア ウ ト レ ッ ト ３ １ 内 に は 配 管 に よ り 幹 線 ケ ー ブ ル が 引 き 込 ま れ 、 光 ア ウ ト レ ッ ト
３ １ の フ ェ ー ス プ レ ー ト 前 面 に は 光 コ ネ ク タ 用 接 続 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 光 コ ネ
ク タ 用 接 続 部 ３ ２ に 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） の 可 動 式 光 コ ネ ク タ ３ ３ の 接 続 端 面 を 挿 入 接 続 す
る こ と に よ り 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ ３ ３ に 接 続 さ れ た 配 線 ケ ー ブ ル と 前 記 幹 線 ケ ー ブ ル を 接
続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 に よ れ ば 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に
布 設 さ れ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に 接 続 す る 場 合 、 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ
イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 自 由 自 在 に 回 動 す る （ ユ ー ザ が 角 度 、 方 向 を 任 意 に 設 定 可 能 ） こ と
に よ り 、 幹 線 ケ ー ブ ル と 配 線 ケ ー ブ ル の 接 続 点 で あ る 光 ア ウ ト レ ッ ト に お け る フ ェ ー ス プ
レ ー ト 前 面 に 配 線 ケ ー ブ ル 側 の 光 コ ネ ク タ が 突 出 す る の を 軽 減 す る こ と が で き 、 ホ ー ム ネ
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ッ ト ワ ー ク 用 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 と し て 好 適 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 で あ り
、 図 ３ （ ｂ ） は 同 じ く 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 例 の 回 動 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 す な わ
ち 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 光 フ ァ イ バ を 相 互 に 接 続 す る 場 合 に 用 い ら れ る 可 動 式 光 コ
ネ ク タ で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ ４ １ は 、 光 フ ァ イ バ ４ ２ が 接 続 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 後 端 部 材 ４ １
１ に 、 フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ４ ３ が 取 り 付 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ 先 端 部 材 ４ １ ２ が 回 動 軸 ４
４ に よ り 回 動 自 在 に し て 光 コ ネ ク タ 回 動 部 ４ ５ が 設 け ら れ る 。 前 記 フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面
４ ３ に は 光 フ ァ イ バ ４ ２ が 接 続 さ れ 、 こ の フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ４ ３ が 、 光 フ ァ イ バ 長 手
方 向 に 対 し て 上 下 方 向 に 任 意 の 角 度 に 回 動 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 ３ （ ｂ
） は 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 ４ ３ が 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 下 方 向 に ９ ０ ° 回 動
し た 状 態 を 示 す 。 な お 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 ４ ３ は 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て
上 下 方 向 に 任 意 の 角 度 に 回 動 し た 状 態 で 設 定 （ 固 定 ） 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） の 可 動 式 光 コ ネ ク タ は 、 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） の 可 動 式 光 コ ネ ク タ と
同 様 な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 異 な る 例 を 示 す 分 解 斜
視 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 同 じ く 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 異 な る 例 を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ （ ｃ ） ，
（ ｄ ） は 同 じ く 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 異 な る 例 の 回 動 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 す な わ
ち 、 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 戸 建 住 宅 、 ビ ル 構 内 な ど の 建 物 内 に 布 設 さ れ た 光
フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 相 互 に 接 続 す る 場 合 に 用 い ら れ る 可 動 式 光 コ ネ ク タ で あ り 、 Ｆ ０ ４ 形
単 心 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ の Ｓ Ｃ 形 光 コ ネ ク タ を ベ ー ス と し た も の で 、 ハ ウ ジ ン グ ５ １ は 、
光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ５ ２ が 接 続 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 後 端 部 材 ５ １ １ に 回 動 部 材 ５ １ ３ が 回 動
軸 ５ ４ １ に よ り 回 動 自 在 に し て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 回 動 部 材 ５ １ ３ に は 、 フ ェ ル ー ル の 接
続 端 面 ５ ３ が 取 り 付 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ 先 端 部 材 ５ １ ２ が 回 動 軸 ５ ４ ２ に よ り 回 動 自 在 に
し て 取 付 け ら れ て 光 コ ネ ク タ 回 動 部 ５ ５ が 設 け ら れ る 。 前 記 フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ５ ３ に
は 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル ５ ２ の 光 フ ァ イ バ が 接 続 さ れ 、 こ の フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 ５ ３ が 、
光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 上 下 左 右 方 向 に 任 意 の 角 度 に 回 動 す る こ と が で き る よ う に 構
成 さ れ る 。 図 ４ （ ｃ ） は 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 ５ ３ が 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て
下 方 向 に ９ ０ ° 回 動 し た 状 態 を 示 し 、 図 ４ （ ｄ ） は 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 ５ ３ が 光
フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 左 方 向 に ９ ０ ° 回 動 し た 状 態 を 示 す 。 な お 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ
の 接 続 端 面 ５ ３ は 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向 に 対 し て 上 下 左 右 方 向 に 任 意 の 角 度 に 回 動 し た 状 態
で 設 定 （ 固 定 ） 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｄ ） の 可 動 式 光 コ ネ ク タ は 、 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） の 可 動 式 光 コ ネ ク タ と
同 様 な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 尚 、 上 記 各 実 施 形 態 例 に お い て 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 接 続 端 面 が 、 光 フ ァ イ バ 長 手 方 向
に 対 し て 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ の 許 容 曲 げ 半 径 を 超 え な い 所 定 の 角 度 で 固 定
さ れ る 機 構 を 具 備 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 例 に お い て 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ と し て 、
カ ッ ト オ フ 長 及 び モ ー ド フ ィ ー ル ド 径 値 が 小 さ い 特 定 の フ ァ イ バ パ ラ メ ー タ を 有 す る 光 フ
ァ イ バ 、 も し く は ハ イ デ ル タ 型 光 フ ァ イ バ あ る い は ホ ー リ ー 光 フ ァ イ バ な ど の 許 容 曲 率 半
径 の 小 さ い 光 フ ァ イ バ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 各 実 施 形 態 例 に お い て 、 可 動 式 光 コ ネ ク タ に 内 蔵 さ れ る 光 フ ァ イ バ と し て
、 Ｓ Ｍ Ｆ （ シ ン グ ル モ ー ド フ ァ イ バ ） 、 Ｍ Ｍ Ｆ （ マ ル チ モ ー ド フ ァ イ バ ） 、 Ｐ Ｏ Ｆ （ プ ラ
ス チ ッ ク 光 フ ァ イ バ ） を 用 い て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 例 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 例 に 開
示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、
実 施 形 態 例 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な る
実 施 形 態 例 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 可 動 式 光 コ ネ ク タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 係 る 可 動 式 光 コ ネ ク タ の 他 の 異 な る 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 従 来 の ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク 用 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 配 線 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
２ １ … ハ ウ ジ ン グ 、 ２ ２ … 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 、 ２ ３ … フ ェ ル ー ル の 接 続 端 面 、 ２ ４ … 回
動 軸 、 ２ ５ … 光 コ ネ ク タ 回 動 部 、 ２ １ １ … ハ ウ ジ ン グ 後 端 部 材 、 ２ １ ２ … ハ ウ ジ ン グ 先 端
部 材 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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